
項 目 相談事例 専門家からの助言等 支援を受けて

農業法人
化支援

【地 域】県央

【経営形態】個人事業

【営農規模】
施設花き(宿根カスミ草) １ha
水稲 ３ha

【労働力】

夫婦、両親、臨時雇用２名
外国人技能実習生２名

【相談内容】

【支援チーム】
中小企業診断士、
社会保険労務士、
市職員、普及指導員、
県農業会議事務局職員

○経営分析・診断（中小企業診断士）
＊夫婦同席の中、過去３か年の経営状況から中小
企業診断士が経営分析・診断。
（分析結果）
・販売金額の伸び率が大きく、所得向上に繋が
っている。更なる所得向上に向け、動力光熱
費等の経費増加要因を改善すべき。

・法人化するなら、経営と家計の分離は必須。

○雇用労務管理（社会保険労務士）
＊法人化した際の雇用・労務に関する疑問点を一つ一つ社労士が解消。

●『農業経営法人化支援講座』への参加
・法人化にあたり、

中小企業診断士から「経営理念及び経営計画策定の重要性」
税理士から「税務会計処理方法」
社会保険労務士から「社会保険制度」
弁護士から「法人の社会的意義」 についての講義を受講

◇経営の家計を明確に分離
することができたことに
加え、外国人技能実習生
等の労務管理への理解を
深めることができた。

◇継承から２年以内で法人
化すれば、消費税免除特
例をもう１年活用できる
との知識を得、
Ｒ６.１１月に法人設立

＜今後の展開＞
・今後は、農地の取得や集
約を図るとともに、生産
施設の更新を行うことで
従業員等の生産効率を高
め、経営発展に邁進する。

・法人化に合わせ、ロゴ
マークを作成したため、
直売所等での販売時に活
用していきたい。

熊本県農業経営・就農支援センター（旧 くまもと農業経営相談所）経営サポート事例

・地域で栽培が盛んな宿根カスミ
ソウを連棟ハウス１２棟・単棟
ハウス２０棟の大規模な面積で
経営。

・令和５年に父から継承。継承後
収入金額・所得ともに増加して
いるため、妻・両親と協議し、
「法人化を目指す」という結論
に達する。

法人化を目指したい

○○農園
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項 目 相談事例 専門家からの助言等 支援を受けて

6次産業
化に
あたって

【地 域】県北

【経営形態】個人事業

（屋号）『○●○●農園』

【経営規模】
水稲375a、白菜90a、

  里芋80a、ｽｲｰﾄｺｰﾝ150a、
  ﾌﾞﾙｯｺﾘｰ60a  等

【労働力】
本人、両親、
臨時雇用８名

【相談内容】

【支援チーム】
中小企業診断士、弁理士、
市職員、普及指導員
県農業会議事務局職員

○経営分析・診断（中小企業診断士）
（診断例）
①経営後の販売額は継承前と比較し、十数％伸びているが、経費の増加
幅が大きい。

②良好な経営を目指す上では、支出科目ごとの増減を把握し、その要因を掴
み、対策を講じコスト削減を図っていく必要あり。

③コスト削減を図る策として、支出科目構成比率の高い科目を削減していくことが効
果的。

〇商標登録について（弁理士）
・商標登録制度について、商標登録をとるにはどうすればよいか、また、その費用は
どれくらいかかるのかを紹介。

・そのうえで、当該屋号の商標登録に
について説明。

（状況）
先行登録商標あり。新たな屋号商標
の登録を目指すのが賢明

◇これまで『○●○●農園
でやってきたため、愛着
もあり、取引先の信頼も
この名で得てきたと思っ
ている

◇しかし、万が一に商標登
録権者からの権利侵害で
訴えられる可能性がある
なら、法人化と併せて屋
号も変更していかなけれ
ばならない。

◇ただ、今の屋号のデザイ
ンは気にいっているため、
デザインに変化を加え残
していきたい

熊本県農業経営・就農支援センター（旧 くまもと農業経営相談所）経営サポート事例

○規模拡大し、６次産業化
を目指している。

○そこで、現況の経営診断
をしてもらい、今後の流
れ、イメージを作りたい。

・両親は、葉たばこ農家。H28
に他産業から就農した後、
R4の経営継承時に併せて水
稲＋多品目露地野菜に転換

・将来、法人化を視野に入れ
ており、８月の法人化研修
を受講。

・まずは現況の経営状況把握
のため、経営分析・診断を
受診しようと応募。い

。

※『現在の屋号は商標登録されているのか』というテーマ発生

』

屋号のデザイン



項 目 相談事例 専門家からの助言等 支援を受けて

経営継承
時に引き
継ぐ
資産・負
債につい
て

（相談者Ｘ）

【地 域】県央

【経営形態】個人事業

【経営類型】
施設トマト75a、水稲1ha

【労働力】
本人、妻、父(経営主)、
母、臨時雇用2名

【相談内容】

【支援チーム】
Ａ税理士、
県農業会議事務局職員

（相談者Ｙ）

【地 域】阿蘇

【経営形態】個人事業

【経営類型】
繁殖肉用牛33頭、水稲9ha、
ＷＣＳ･ｲﾀﾘｱﾝ3ha

【労働力】
本人、妻、
父(経営主)、母、

【相談内容】

【支援チーム】
Ａ税理士、
県農業会議事務局職員

○同一生計における経営継承（Ａ税理士）
＊今回は同居の親子が経営移譲するｹｰｽのため、所得税において
“事業主と生計を一にする親族が事業から対価の支払いを受ける場合には、その対
価は、原則としてその事業主の事業所得の金額の計算上必要経費に算入しない“
（所得税夫56条）
という規定があるため、資産も負債もそのまま後継者に引き継ぐことは税務上問
題ない。

〇牛の継承（Ｂ税理士）
＊牛の場合は、成牛（繁殖牛）と育成牛を分けて対応する必要あり。

・なお、経営継承するならば、新経営主
として具体的な目標を設定し、そのた
めに、毎年、何をすべきかを明確にす
る上で、『経営計画継承ｼｰﾄ』を策定す
べき。

◇資産・負債はそのまま引
き継げばよいと把握でき、
安心した。

◇まずは、対象金融機関
に経営継承予定を繋ぐ。

◇牛の継承について、疑問
点が解消できた。

◇なお、継承にあたって、
父の個人事業廃業届、及
び自分の開業届を翌年１
月までに、また、自分の
青白申告承認申請を翌年
3/15までに提出する。

○父が借入金の返済を行っ
  ているが、経営継承時に
  私が借入金も引く次ぐこ
  ととなるのか

熊本県農業経営・就農支援センター（旧 くまもと農業経営相談所）経営サポート事例

○経営継承時の牛の継承
はどうすればよいのか

同居

同居

[繁殖牛] 農業機械と同様にそのまま移行｡
（「不動産以外の農業用財産の贈与を留保する旨の申出書」とい

う申出書はあるが、申出書が提出されているケースはまれ）

[育成牛]育成牛は棚卸資産となるため、贈与（相続時精算課税で対応）か
有償譲渡

（同一生計の場合の詳細な区分け）
[現金及び預金] 110万円までは贈与でも可。それ以上は、親から子へ

貸し付けて、その後、返還可能な金額で返していく｡
[建物・農業機械]そのまま移行。名義を変更すると贈与税が発生する。

[負 債] そのまま移行。なお、融資機関へは経営継承の事実
を伝える。



項 目 相談事例 専門家からの助言等 支援を受けて

販売アド
バイス

【地 域】県北

【経営形態】法人

【経営類型】
温州みかん 10.6ha
(極早生50%､普通50%)

【労働力】
夫婦、長男夫婦、
臨時雇用10名

【相談内容】

【支援チーム】
販売アドバイザー ２名、
市職員、普及指導員
県農業会議事務局職員

○販売戦略（販売ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ Ａ氏）
・どのような客層をﾀｰｹﾞｯﾄにするのかを明確に。

・自信を持っている果実の甘さのｴﾋﾞﾃﾞﾝｽを数値
を持って明らかに。

・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞを図るため、ECｻｲﾄを開設し、見る
側に商品価値を浸透させる

①現在のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを、
ﾈｯﾄｼｮｯﾌﾟが可能と
なるよう更新

②更新する際、ﾈｰﾐﾝｸﾞ・
写真が重要

③更に、ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞが
不可欠

○ＥＣサイト開設（販売ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ Ｂ氏）
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは、人が好奇心を持って見るように構成する必要あり。
貴社のみかんを好奇心を持ってもらうためには、目に訴え、その
見分け方を情報として提供することが、商品の差別化に繋がる。

  ・常に新しい情報を提供して
その魅力を発信するため、
Instagram『ｽﾄｰﾘｰｽﾞ』の作
成方法を伝授

   

◇ホームページからネッ
ショップにリンクし、
ネット販売を開始。

◇唯一無二の事由、それに
違わぬ甘さ、これらを前
面に出し、木箱に入れた
贈答品として高値で販売。

＜ホームページ＞

○さる協会主催のみかん選
手権で金賞受賞

○これを活かして販売した
いが、どうしたらいいか。

熊本県農業経営・就農支援センター（旧 くまもと農業経営相談所）経営サポート事例

・完全有機肥料で栽培。夏場
には樹体が猛暑に負けない
よう自家肥料を施肥。

・結果、糖度の高い果実を生
産することができている。

・消費者からの購入希望も多
く、果実の甘さには絶対的
自信を持っているため、我
が社の希望小売価格で勝負
したい。い

「商品価値が伝わらない」
本来は売れる力をもっているのに、
買い手に価値が伝わらない

ＥＣサイトを立ち上げる

※ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞに強く、ECｻｲﾄ開設に実績のあるﾃﾞｻﾞｲﾝ専門家（販売
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ Ｂ氏）による支援

ｵﾝﾗｲﾝｼｮｯﾌﾟはこちら


	既定のセクション
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4


